
  さわやかな秋の日が来ました。１０月１３日

に千葉で、弁護士村千鶴子さんの講演会が行な

われ、加藤さんと和田が出席しました。その報

告を加藤さんに書いていただきました。 

 

 高齢社会への対応を探るイベント 

減らそう！超高齢社会の「不安」と「困りごと」 

１０月２１日（土）１３：３０～1 6：００ 

 ふれあいホール（けやきプラザ２階） 

第１部 講演「住民力ー支え合う地域のチカラ」  

 法政大学教授 宮城（みやしろ）孝さん 

第２部 こんなことを始めました！ 

 先月チラシを配布しました。どうぞご参加く 

ださい。 

     １１ 月 定 例 会 

日時：１１月６日（月）１３：３０～ 

会場：我孫子南近隣センター 調理室  

 ・50周年記念誌の写真を撮る予定 

 ・相続-争族の講演会の運営について 

 

「相続」が「争族」にならないために 

講演会 講師：紀藤正樹 弁護士 

日時：１１月１２日（日）１３：３０～ 

会場：アビイホール 

費用：無料 

主催：我孫子市消費者の会・我孫子市 

＊チラシを一緒に配布します。 

１０月の定例会で参加確認をした方は既に登録 

済みです。 

 

                 

「デジタル社会と消費者～ 

 デジタル社会との賢い付き合い方」 

講演概要  講師：村千鶴子先生 

コロナ禍を経た今、デジタル社会は進展するの

みで戻ることはありません。 

ネット通信販売など利便性は高くなりましたが、

一方で問題も増加しています。 

ＳＮＳは本来コミュニケーションの道具ですが、 

最近は取引そのものに繋がるものになってきてい

ます。賢く付き合う方法を身につけていかなけれ

ばなりません。 

結論は、消費者の管理能力がとても重要であ 

るということ。流されず自分できちんと調べるこ

とを意図的にしないと誤ることになります。 

 

◆デジタル社会とは 

これまではネット社会などと呼ばれてきまし 

たが、、2021年からデジタル社会と呼ばれるよう

になりました。 

2021年、国がデジタル化推進に動き、デジタル 

社会形成基本法が制定されたからです。同年、デ

ジタル庁が設置されました。同時にデジタルプラ

ットフォーム透明化法、消費者の保護に関する法

律、特定商取引法の改正などが成立しました。 

これにより、今年（2023年）の6月から消費者 

が望むと契約書面が紙ではなく電子メールで提供

しても良いことになりました。 

基本法の定義では「多様かつ大量の情報を適正 

かつ効果的に活用すること」となっていて、デジ

タル社会は私たちの想像以上に広い概念です。 

    

 我孫子市消費者の会             
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（余談：今一番新しい省庁が「デジタル庁」、 

「消費者庁」は2番目に） 

◆消費者をめぐる状況 

2021年の段階で約88％の家庭でスマートフ 

ォンの保有が進んでいるそうです（世帯ベース調

査）。急激なスマートフォンの普及とコロナによ

るステイホームにより、一挙にネット通販が拡

大しました。これにより、ＳＮＳやマッチング

アプリを入り口にした詐欺的投資などの悪質商

法が拡大。海外業者も多く、被害回復は殆んど

困難なケースが増加しています。 

（＊ヤバイ世界に入ってきたと～） 

◆ネット社会の光と影 

 ネット通販はいつでもどこでも欲しいもの

を買える、店舗に出向く必要もない、比較する

情報収集も容易、自分好みの広告まで送られて

くる（ターゲティング広告）、決済方法もキャ

ッシュレスが多様化し、便利。企業にとっては

顧客情報の収集と活用が容易。しかし、正しく

ない情報もあります。（＊ＴＶ広告は審査機構を通

っているが、ネットは何もない。） 

改正法ができて以後、定期購入トラブルが

1.6倍に増加しています。入り口は、SNS、ター

ゲティング広告が多く、解決は難しくなってい

ます。なぜなら、何を見て申し込んだのか、 

申込み画面の表示の確認ができないからです。 

 

★購入する時は、ホームページで最後まで見る

こと（契約条件をよく読むこと、スマホは文字

が小さくてストレスがかかるが、ここは重要）、

最終確認画面を隅々まで見ること、確認画面を

スクリーンショットで保存しておくことなど

が必要。保存しておけば、トラブル解決への糸

口になります。 

この他、サブスクリクション・トラブル（お 

試しのつもりが定期購入に）、ステルスマーケ 

ティング（ステマ）～タレントが勧めているので良

いと誤認したなどが、説明されました。 

◆SNS関連の消費者被害（2022年消費者白書から） 

 2017年15,709件～2019年25,119件、 

2020年40,484件、2021年50,406件。 

 5年間で3倍以上に増加。 若者だけでなく

全年齢に拡大しています。 

 

◆ 賢く利用するためのポイント 

①事業者のホームページを確認する（ＳＮＳの 

 表示だけで思いこまないように） 

②確認する内容：事業者に関する連絡先や連絡 

方法など（嘘もある）、 

取引条件の確認をする。（広告表示だけを鵜

呑みにしない） 

 ③申込入力後は、送信前に「最終確認画面」を 

隅々まで確認する。 

 ④大切な表示画面はスクリーンショットで保存。 

 ＊広告画面が派手で、大切な情報が見つけにく 

い、読みにくい業者は避ける。 

  カウントダウン（時間制限）でせかす業者も 

危険。 

■ 納得がいかない場合は消費生活センター、 

または（局番なし）１８８へ。 

その際、スクリーンショットで保存した資料

を持参する。 

「私は何をどう注文したのでしょうか」と相談さ  

れても困ります～とのことでした～（笑）                                     

（加藤） 

＜お知らせ＞ 

「美しい手賀沼を愛する市民の連合会」のデジタ

ル教材プロジェクトは昨年7つのデジタル教材を

完成させ、教育委員会に収めました。 

我孫子市消費者の会は動画「手賀沼をうつくし

く～せっけん物語」を制作しました。１９８１年

に出された版画絵本を基にしました。汚れた手賀

沼をきれいにするために市民が動いてせっけん

条例などができていくという話です。もうすぐ、

アビスタ図書館前のモニターで動画3作品が放映

されます。行かれましたら、ぜひご覧ください。 


